
（左上）旧治田村役場（合併当初の栗東町役場）　（右上）旧大宝村役場
（左下）旧金勝村役場（右下）旧葉山村役場

栗東市開市式
平成 13（2001）年 10月 1日

市制施行 20 周年

本
市
が
誕
生
し
た
平
成
13
（
2
０
０
１
）

年
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や
、
地
方
分
権

の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
政
府
が
主
導

し
た
“
平
成
の
大
合
併
”
の
真
っ
只
中
。
平

成
11
（
１
９
９
９
）
年
の
時
点
で
、
全
国
に

3
２
３
２
あ
っ
た
地
方
自
治
体
は
、
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
に
は
、
１
７
２
７
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
滋
賀
県

内
で
も
、
50
（
7
市
42
町
1
村
）
を
数
え
た

地
方
自
治
体
が
、
19
（
13
市
6
町
）
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
当
時
の
栗
太

郡
栗
東
町
は
、
周
辺
の
市
・
町
と
合
併
す
る

こ
と
な
く
、
単
独
で
市
制
を
施
行
し
、
栗
東

市
と
な
り
ま
し
た
。21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、

単
独
で
市
制
を
施
行
し
た
町
・
村
は
全
国
で

も
14
の
み
。
本
市
の
単
独
市
制
施
行
は
全
国

的
に
見
て
も
珍
し
い
事
例
で
、
の
ち
の
平
成

17
（
２
０
０
５
）
年
・
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
の
、“
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
”
日
本
一

に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
、
当
時
の
ま
ち
の
成

長
ぶ
り
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
し
た
。

今
か
ら
10
年
前
に
本
市
が
市
制
施
行
10
周
年

を
迎
え
た
こ
ろ
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
を
訪

れ
た
小
学
生
か
ら
、「
ど
う
し
て
“
栗
東
”
っ

て
い
う
の
？
」
と
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
栗
東

と
い
う
地
名
は
、“
栗
太
郡
の
東
”
に
由
来
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、「
で
も
、
栗
東

市
っ
て
、
合
併
し
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

“
栗
太
郡
の
東
”な
の
？
」と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
、
栗
太
郡
は
も
と
も
と
、
現
在
の
栗

東
市
の
ほ
か
、
草
津
市
の
全
域
、
大
津
市
の

瀬
田
川
よ
り
東
側
、
守
山
市
の
南
部
の
一
部

（
物
部
地
区
）
に
ま
た
が
る
広
い
地
域
で
し

た
。そ
し
て
、今
か
ら
67
年
前
、全
国
的
に“
昭

和
の
大
合
併
”
が
進
め
ら
れ
て
い
た
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
10
月
1
日
に
、“
栗
太
郡
の

東
”
に
あ
っ
た
治
田
・
金
勝
・
葉
山
・
大
宝

の
4
つ
の
村
が
合
併
し
て
、
栗
東
町
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

栗東中学校でおこなわれた栗東町発足記念運動会

知
っ
て
る
？

栗
東
の
ま
ち
の
成
り
立
ち

平成 13（2001）年 10月１日に、滋賀県内８番目の市として誕生した栗東市。
令和 3（2021）年は、栗東市の誕生（市制施行）から 20年の節目の年にあたります。
ここでは、栗東というまちの成り立ちについて、少し振り返ってみたいと思います。

全
国
的
に
も
珍
し
い
！

単
独
市
制
施
行
で
誕
生
し
た
市

“
栗
東
”
の
由
来
っ
て
？
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な
お
、
滋
賀
県
（
近
江
国
）
に
は
、
古
代

以
来
12
の
郡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
栗

太
郡
も
含
め
て
そ
の
多
く
が
、
平
成
の
大

合
併
の
時
期
に
消
滅
し
て
い
ま
す
。
平
成

13
（
2
０
０
１
）
年
の
栗
東
市
の
誕
生
に
は
、

古
代
以
来
続
い
て
き
た
栗
太
郡
の
消
滅
と
い

う
、
歴
史
的
な
意
味
も
あ
っ
た
の
で
す
。

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４・２
７
３
３

ＦＡＸ
５
５
４・２
７
５
５

誕
生
し
た
こ
ろ
の
栗
東
町
に
は
、
旧
治
田

村
の
大
字
の
一
つ
で
あ
っ
た
渋
川
（
現
在
の

草
津
市
渋
川
・
西
渋
川
）
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
渋
川
地
区
の
人
々
の
強
い

要
望
も
あ
り
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に

は
栗
東
町
か
ら
分
離
し
、
草
津
市
に
編
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
渋
川
は
、明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
に
現
在
の
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
が
置
か
れ
た
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
誕
生
し
た
こ
ろ
の
栗
東
町

に
は
、
草
津
駅
の
周
辺
が
含
ま
れ
て
い
た
と

い
う
の
も
、
歴
史
の
一
コ
マ
と
し
て
面
白
い

出
来
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
67
年
前
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）

年
に
誕
生
し
た
頃
、
栗
東
町
の
人
口
は

１
万
５
千
４
２
６
人
。
旧
村
時
代
以
来
の
農

村
風
景
が
広
が
る
地
域
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
の
名
神
高
速
道
路

栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
大
き
な

画
期
と
し
て
、
企
業

の
進
出
や
住
宅
の
開

発
な
ど
、
都
市
化
が

急
激
に
進
み
、
市
制

施
行
か
ら
20
年
を
迎

え
る
現
在
の
人
口
は

７
万
人
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
10
月
１
日
に
誕

生
し
た
栗
東
町
で
は
、
当
初
、
旧
治
田
村
役

場
（
坊
袋
）
を
栗
東
町
役
場
と
し
て
利
用
し
、

金
勝
（
御
園
）、
葉
山
（
高
野
）、
大
宝
（
綣
）

の
各
旧
村
の
役
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
栗
東
町
役

場
の
支
所
に
置
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
栗
東

町
役
場
が
、
現
在
の
場
所
（
安
養
寺
）
に
移

っ
た
の
は
、
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
の
こ

と
で
す
。
各
旧
村
の
役
場
が
置
か
れ
て
い
た

場
所
の
近
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
立
小
学

校
も
置
か
れ
て
お
り
、
各
村
の
中
心
地
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
東
町
役

場
が
新
た
に
移
さ
れ
た
場
所
は
、
既
に
置
か

れ
て
い
た
栗
東
中
学
校
か
ら
も
近
く
、ま
た
、

渋川分町陳情バス

令和元（2019）年８月 30日
本市の人口が７万人を達成

(上）昭和32（1957）年、現在地（安養寺）に移転した頃の栗東町役場。
昭和49（1974）年まで使用
（下）（旧）栗東町役場（左）と栗東中学校（中央奥）と道路公団事務所（右）

（上）創立直後の栗東中学校
（下）葉山村立葉山中学校第 1回卒業生 昭和 23（1948）年

栗東町閉町式
平成 13（2001）年 9月 30日

■
市
制
施
行
20
周
年
記
念
展

本
市
の
誕
生
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
の

年
を
記
念
す
る
栗
東
市
市
制
施
行
20
周
年

記
念
展
「
栗
東
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
記
事
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ま
ち

の
成
り
立
ち
や
、
栗
太
郡
の
歴
史
を
含
め

て
、
ま
ち
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。
栗

東
の
こ
と
を
よ
り
い
っ
そ
う
知
る
機
会
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
展
覧
会
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
知
ら
せ

版
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、12
ペ
ー
ジ
の
「
り
っ
と
う
再
発
見
」

も
あ
わ
せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
栗
東
町
が
誕

生
す
る
よ
り
も
先
に
、“
栗
東
”
が
使
わ
れ
た

事
例
と
し
て
、
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に

開
校
し
た
栗
東
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
栗
東

中
学
校
は
、
の
ち
に
栗
東
町
と
な
る
治
田
・

金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の
村
の
組
合
立

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
そ
の
前
年
の
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
に
、
各
村
立
の
小
学
校
に

併
設
し
て
設
置
さ
れ
た
各
村
立
中
学
校
を
、

栗
東
中
学
校
の
分
校
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
場
所
（
安
養

寺
）
に
新
た
な
校
舎
が
完
成
し
た
昭
和
24
年

（
１
９
４
９
）
に
、
一
つ
の
中
学
校
と
し
て

統
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
時
期
、
現
在
の
瀬
田
中
学
校

（
大
津
市
）
が
、瀬
田
町
と
上
田
上・下
田
上・

大
石
の
各
村
の
１
町
３
村
（
い
ず
れ
も
現
在

は
大
津
市
）
の
組
合
立
栗
南
中
学
校
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。“
栗
南
”と
は
、“
栗

太
郡
の
南
”
を
意
味
し
て
お
り
、
当
時
の
栗

太
郡
の
広
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
栗
太
郡

の
中
で
の
地
域
の
区
分
に
関
す
る
認
識
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
場
の
向
か
い
側
に
は
、
名
神
高
速
道
路
開

通
に
向
け
た
事
業
を
行
う
道
路
公
団
の
事
務

所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
栗
東
町
と
し
て
の

あ
ゆ
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

栗
東
町
に
先
駆
け
て

栗
東
中
学
校
の
開
校

栗
東
町
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
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